
　
７
月
６
日
、
環
境
省
の
「
ト
キ
野
生
復

帰
分
科
会
」
が
佐
渡
市
ト
キ
交
流
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
分
科
会
は
、
こ

れ
ま
で
の
「
野
生
復
帰
専
門
家
会
合
」
と

「
飼
育
繁
殖
専
門
家
会
合
」
を
統
合
し
た

も
の
で
、
第
１
回
目
は
、
放
鳥
ト
キ
の
繁

殖
期
の
状
況
や
今
後
の
放
鳥
計
画
な
ど
に

つ
い
て
専
門
委
員
に
よ
る
検
証
、
検
討
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

放
鳥
ト
キ
の
繁
殖
期
の
状
況

　
佐
渡
島
内
で
７
ペ
ア
が
産
卵
し
、
す
べ

て
の
ペ
ア
で
抱
卵
が
確
認
で
き
た
が
ふ
化

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

抱
卵
放
棄
後
、
全
ペ
ア
の
巣
内
お
よ
び

周
辺
を
調
査
し
、
卵
の
殻
を
検
査
し
た
と
こ

ろ
、
２
ペ
ア
か
ら
有
精
卵
の
可
能
性
が
あ
る

卵
が
１
個
ず
つ
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
他
は

す
べ
て
無
精
卵
も
し
く
は
初
期
に
発
育
を
中

止
し
た
卵
と
判
断
さ
れ
た
。
ま
た
、
抱
卵
放

棄
に
つ
い
て
は
テ
ン
や
カ
ラ
ス
の
襲
来
、
他

個
体
の
飛
来
や
暴
風
雨
な
ど
が
影
響
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
繁
殖
に
至
ら
な
か
っ
た
原
因
に
つ

い
て
は
、
７
月
26
、
27
日
開
催
の
飼
育
繁
殖

小
委
員
会
で
、
さ
ら
に
議
論
す
る
こ
と
と
し

た
。

飼
育
下
の
ト
キ
の
状
況

　
分
散
飼
育
地
も
含
め
23
ペ
ア
か
ら
51
羽
の

ヒ
ナ
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
７
月
６

日
現
在
で
国
内
に
お
け
る
ト
キ
の
飼
育
羽
数

は
１
９
０
羽
と
な
っ
た
。

今
後
の
放
鳥
計
画

　
秋
と
春
の
年
２
回
、
各
回
20
羽
ず
つ
順
化

ケ
ー
ジ
か
ら
放
鳥
を
行
う
。
第
５
回
目
放
鳥

は
、
９
月
下
旬
に
行
う
予
定
。

　
な
お
、
放
鳥
候
補
個
体
に
つ
い
て
は
、
自

然
繁
殖
個
体
の
ペ
ア
形
成
率
が
高
い
こ
と
、

分
散
飼
育
地
の
協
力
に
よ
り
個
体
の
一
定
数

の
確
保
に
め
ど
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後

は
自
然
ふ
化
、
自
然
育
す
う
個
体
に
よ
り
実

施
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
　
生
物
多
様
性
推
進
室

ト
キ
政
策
係
（
第
２
庁
舎
）
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「
佐
渡
西
三
川
の
砂
金
山
由
来
の
農
山
村
景
観
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
ま
す

　
佐
渡
市
南
西
部
の
西
三
川
川
流
域
一
帯

は
、
平
安
時
代
に
採
掘
が
始
ま
っ
た
佐
渡

最
古
の
金
山
と
さ
れ
る
西
三
川
砂
金
山
ゆ

か
り
の
地
で
す
。

　
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
に
砂
金
山
は
閉

山
し
ま
し
た
が
、
砂
金
採
掘
跡
地
や
周
辺

集
落
の
共
有
地
を
農
地
に
開
発
し
た
り
、

炭
焼
き
な
ど
を
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で

人
々
の
営
み
が
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
西
三
川
砂
金
山
の
中
心
地
と
し
て
栄
え

た
笹
川
集
落
周
辺
に
は
、
砂
金
採
掘
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
平
地
や
急
斜
面
を
巧
み
に

利
用
し
た
屋
敷
配
置
、
砂
金
採
掘
で
出
た

ガ
ラ
石
を
用
い
た
石
垣
な
ど
を
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、

鉱
業
か
ら
農
林
業

へ
と
土
地
利
用
の

移
り
変
わ
り
を
示

す
独
特
な
景
観
が

評
価
さ
れ
、
平
成

23
年
５
月
20
日
に

開
催
さ
れ
た
国
の

文
化
審
議
会
に
お

い
て
、「
佐
渡
西
三

川
の
砂
金
山
由
来

の
農
山
村
景
観
」

と
し
て
重
要
文
化

的
景
観
に
選
定
す
る
よ
う
答
申
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
で
29
件
、
新
潟

県
で
は
初
め
て
の
重
要
文
化
的
景
観
と
な
り

ま
す
。
正
式
な
選
定
は
、
答
申
後
に
予
定
さ

れ
て
い
る
官
報
告
示
を
も
っ
て
決
定
と
な
り

ま
す
。

　
今
後
は
、
地
域
住
民
の
生
活
・
生
業
の
継

承
と
景
観
の
保
護
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

笹川集落の景観

笹川集落の大山祗神社と能舞台

第
１
回 
ト
キ
野
生
復
帰
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

81
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